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庭園景から受けるしのイメジに
関する調査研究
谷口小百合*張 格**相田 明***鈴木 誠***
平成 +/年 /月 ,3日受付平成 +/年 3月 ,.日受理
要約 : どのような庭園景にしを感じるかを明らかにする目的で 国内外の庭園景の写真 .*枚を刺激とし
て SD法によるイメジ調査を実施した 被験者は東京農業大学地域環境科学部造園科学科の学生 -*人で
ある評価結果をイメジプロフィル t検定因子分析により考察またヒアリング調査を同じ被験者 ,*
人に実施して評価要因も考察した その結果 被験者が庭園景から受けるしを規定していた基本因子は情
趣性 自然性 清澄性であった そして庭園景に対する 好き と される という感情はほぼ同じであっ
た しを感じる庭園景は特に苔や水のある 湿った印象の強い坪庭 露地 日本庭園など日本独特の景観
であった またヒアリング調査の結果から 特定景観にしを感じる理由として原風景が強く影響している
ものと考察された
キワド : し ヒリングガデン セラピ 庭園景 SD法
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The Meaning of Gardens +33* の翻訳書 庭の
意味論	 +330 の中で 
Healing という章に対応した訳
語として し の章があてられたのが早い事例である.





















この種の調査研究では 調査用に提示する 景 の提示
サンプルの構成が重要である そこで 本調査 写真刺激
を用いた SD法による調査 で用いる庭園景のサンプル決
定と形容詞対を作成するために 被験者に写真を提示し















Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., .2 (-), ++/+,1 (,**-)



















を提示し されるもの  されないもの  判










が反対になるような ,*形容詞対を作成した 図 ,参照
 本調査
この種の研究にはもっとも有効であると判断した既往の
イメジ調査手法である Semantic Di#erential Method
SD法
意味微分法 に準拠したものを採用した






















にするために 色彩性 自然性 国際性 形態に着目し
される庭園景が明確になるような構成とした またこれ
らは 全体景 部分的空間景 施設部分景といったスケ
ルの序列にも配慮し構成した 図 - 具体的には表 +にあ
るような写真サンプル選定の視点と構成であり 水の有
無 日本中国西洋庭園 直線と曲線 暖色と寒色 子
供の有無 近景や遠景 花の有無などといった相異やそれ
らの組み合わせによるサンプル写真を選定した その結
果 新たに , + a の予備調査サンプル +,***枚の中













,**,年 2月から ++月 一人あたりの調査時間は特に指





べ カラコピしたものを使用した 写真には +から .*
番までの番号を付して納め これを個の被験者に調査主
旨を説明してから提示し それぞれの調査サンプルについ




考察するために被験者の一部である 男子 +*人 女子 +*
人計 ,*人に本調査で使用したサンプルを自由な順番で
見てもらい 以下の質問をした
 質問 + : この .*枚の写真の中で 特にされると感
じたものはどれですか 複数可 またその理由は	
 質問 , : この .*枚の写真の中で 特にされないと
感じたものはどれですか 複数可またその理由は	





本調査で得た 男子 +/人 無効デタ ,を除いた 女
子 +/人 無効デタ +を除いた計 -*人の .*枚の庭園
景のサンプルに対する 各形容詞対 合計 ,* の評定平均


























*.0, 質素な華やかな r*./2 やわらかいかた












り 仮説を棄却することができなかった つまり 写真ご
とにおける いやされるいやされない すききらい
における数値のばらつきに差はないとわかった F検定の
結果をふまえて t検定 等分散を仮定した ,標本による
検定 を行った t検定の結果 t
+.,. t境界値両側
+.33であり t	t境界値両側となり 仮説は棄却されな
かった つまり 写真ごとにおける いやされるいやされ
ない すききらいにおける平均値に差はないと考えら
れる F検定および t検定の結果 写真ごとにおける い
やされるいやされない すききらい における評定平
均値において ばらつき 平均値のいずれについても 差
がないものと判断できた
次に 形容詞対 いやされるいやされない を総合評価
と考え この形容詞対における写真ごとの評定平均値が *
以上のものをされる庭園景 図 .の上の部分 ,2サンプ




に 澄んだ 湿った すきな 趣のある 落ち着きのある
というイメジが影響して選択されており されない庭
園景は特に 人工的な ざわついた 淡い かたいという
イメジが影響して選択されていることがわかる
続いて いやされるいやされない における評定平均
値が +.*以上 いやされると強く思うという回答 の庭園
景がしを与えるものの代表例であると考えて サンプル
を抜き出した 写真 ,* +.00 写真 3 +..* 写真 ,1
+.-- 写真 / +.-- 写真 ,- +.+- 写真 0 +.+- 写




以下である日本独特の庭園景のサンプル 写真 ,0 *.30
写真 -3 *.20 写真 +* *.2- 写真 ,/ *.2* 写真 +,
*.2* 写真 ,, *.00 写真 -1 *./- 写真 -2 *..0
写真 ,. 




図 . いやされるいやされない すきなきらいな における
調査サンプル写真のイメジプロフィル
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表 , SD法における評定平均値一覧 小数点第 -位以下は切り捨て







な閉鎖的な において 数値に *./以上の差がみられ 日




















を受ける点であり 共に 閉鎖的な と強く感じている庭
園景である 写真 3に比べて 写真 +*の方が 直線的な
かわいた 緑の少ない かたい 緊張した 傾向が強
い 写真 3は中心にタケ 周りに苔と黒くしめった岩があ
り 写真 +*は中心にどっしりと乾いた印象を与える黄色
がかった岩 その上に丈の低い灌木 周りに苔 背景には










b 写真 ++と写真 +, 滝のある風景と橋のある風
いやされるいやされない において 写真 ++は +.*-
であるのに対し 写真 +,は *.2であり 写真 ++の方がよ
りされる傾向が強い また 写真 +,の方が 濁った
かたい 閉鎖的な うっとうしい 緊張した 印象
が強い 濁った印象を与えている一番の原因は水の透明度
であろう 写真 ++は水面に周囲の木が映っているのに













c 写真 ,0と写真 ,1 人工的な滝のある風景と自然的
な滝のある風景
いやされるいやされない において 写真 ,0は *.30
であるのに対し 写真 ,1は +.--であり 写真 ,1の方がよ
りされる傾向が強い 表 ,
また 曲線的な直線的なにおいて写真 ,0は*.-0で
あるのに対し 写真 ,1は +.*0であり 数値に大きな差が
見られた これは写真 ,0では直線的な と感じており 写
真 ,1は曲線的な と感じていることを示している
写真 ,0は角張った岩から垂直に水が流れ落ちる滝の印
象が強い 写真 ,1に比べて人工的な かたい 緊張した傾
向が強く出ているのはこの滝の形状が大きな原因だと考え
られる また 緑の少ないという傾向が強いのは木の量




上述した比較考察 a b 同様 角張ったデザインであ








d 写真 +と写真 , 子供のいる風景と子供のいない風
景
いやされるいやされない において 写真 +は *.+0で
あるのに対し写真 ,は *.*0であり数値に大きな差は見ら

















いやされるいやされない において 写真 -/は *..で
あるのに対し 写真 -0は*.,であり 寒色系の花の組み
合わせの方がされており 暖色系の花の組み合わせの方
がされないということがわかった
曲線的な直線的な 写真 -/	*.10 写真 -0	*.10
しめったかわいた 写真 -/	*.*- 写真 -0	* 趣の
ある殺風景な 写真 -/	*.,- 写真 -0	*.+0 において
は *.+以上の大きな数値の差は見られず 上記の感情は花
の色によって大きく影響は受けないとわかる
しかし 寒色系の写真 -/の方が 静的な すがすがし
表 . 因子負荷量表 バリマックス回転後
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い 落ち着きのある印象が強く 暖色系の写真 -0に比べ
て 澄んだ やわらかい やすらいだと感じる傾向が強い










男子 +/人 無効デタ ,を除いた 女子 +/人 無効デ
タ +を除いた 計 -*人の .*の庭園景に対する各 ,*形
容詞対による評定平均値 総計 2** である
分析は 株社会情報サビスの エクセル統計 ,**,
ForWindowsを用いて行った +回目の因子分析の結果
形容詞対 淡い濃い の共通性の推定値が *.+3+と他の説
明変数に比べて極めて小さいので この形容詞対は除外
し 再度 因子分析を行った その結果 固有値が +以上
であり 因子寄与率の高い -因子を抽出することができ
この -因子による説明率は 1..22であった 表 .参照
被験者のされる庭園景に対するイメジ因子 感じ方の











くするために 先に結果を示すと 因子 +は 情趣性 因




的評価を表す因子であることがわかる 表 . この因子得
点が +.*以上のものは 写真 3 ,.*- 写真 +* +.3- 写
真 ,* +.1.写真 / +./,写真 ,, +.,,写真 0 +.+1
写真 ,/ +.++	 など 日本独得の庭園景であり 伝統的な
趣を感じるサンプルであるこれらの閑雅感落ち着き感
といった感覚は 情趣性 という語に代表されよう
因子 ,は やわらかいかたい 自然な人工的な 緑の
多い緑の少ない 曲線的な直線的な などが高い因子負
荷量を示し 空間の質 空間構造を表す因子であることが
わかるこの因子得点が +.*以上のものは 写真 ,1 +./+
写真 ,* +.-2 写真 +1 +.-+ 写真 +2 +.+3 写真 ++






のは 写真 + ,.-+ 写真 , +.1, 写真 -* +..* 写真
-+ +.-- 写真 ,1 +.-- 写真 +- +.,1 写真 ,2 +.,.
写真 +. +.,,	 など 水が特徴的にデザインされている庭
園景であり さわやかで澄んだ印象が強く 清澄性 とい
う軸であると解釈するのが妥当といえよう





































c 情趣性 因子 + と清澄性 因子 - の因子得点に基
づくサンプル写真のプロット図による考察
因子 +を横軸に因子 -を縦軸にとった ,次元プロット図
を作成し 象限ごとの特徴を代表するような庭園景のサン
プルを示した 図 2




図 2 バリマックス回転後における因子得点に基づくサンプル写真のプロット 因子 +因子 -



























た 質問 +と ,の回答結果から 主に日本庭園や露地 坪
庭といった日本独特の庭園景 写真 / 0 3 +* ,* ,-




景のうち水があるものは写真 ,* ,- ,0 ,1の .枚であ
り 水だけから湿ったと感じているとは言いがたい 上記
の 3つサンプルのうち水のないサンプル 写真 / 0 3
+* ,/ に共通する事項として苔が上げられ 水よりも苔
に湿ったという印象を受けていると考えられる つまり
日本独特の庭園景の中でも 苔または水のある庭園景に
表 / 質問 +と質問 ,におけるヒアリング調査のまとめ 回答のあった写真のみ
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されると考えられる そして ヒアリング調査で選ばれな








さらに 幻想的 や 不思議な世界に誘われる感じ




調査対象者 3名のされる景観の回答 質問 -をまとめ
ると以下のようである
海 : 砂浜と海の景色が好きだから 思い出の景色
田んぼと川 : 原風景が田んぼと川のある風景だから 懐
かしさ 夕焼けや太陽など 光の差した田んぼ : 以前見
て感動した 和の空間 特にうぐいす張りの回廊 : 以前
見て感動した 和風な庭 自分の憧れている庭 明
月院の庭 借景と奥行き : 以前見て感動した 写真 ++に
水がなければされる 日本庭園でも自分のイメジ








そして 理由として 思い出の景色 や 以前見て感動
した景色 などの回答が見られ される庭園景にはいわ
ゆる原風景が強く影響しているものと考察される





庭園景とは一般的に 落ち着きのある 趣のある 湿った
ひっそりとした静かなやわらかい自然的なとイメ
ジされるものであり 庭園景から受けるしを規定する基































	The Meaning of Gardens
 の表紙に西芳寺の苔庭の写真
が使用されたことやガデニングブムが去った今 















人を対象とした調査や 実地における しの庭 の効
果などの検証も今後の課題としたい
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Research on Image of Healing Received from
Garden Landscape
By
Sayuri TANIGUCHI*, Kowei CHANG**, Akira AIDA*** and Makoto SUZUKI***
(Received May ,3, ,**-/Accepted September ,., ,**-)
Summary : The purpose of this research is to clarify what type of garden landscape makes people
experience healing. The method of examination was an image survey by the Semantic Di#erential
Method, representing .* photographs of garden landscape taken in Japan and abroad. The subjects
were -* students of the Department of Landscape Architecture Science,Faculty of Regional Environ-
ment Science, Tokyo University of Agriculture. They were asked to evaluate .* color photographs.
The evaluation result was considered by image proﬁle, t-test and factor analysis and the assessment
factors of ,* subjects who belong to -* subjects was considered by hearing investigation. As the
result, basic factors of healing that the subjects were received from the garden landscape were “mood”,
“natural” and “lucid”, and the feelings of “favor” and “healing” for garden landscape were almost the
same. Garden landscape that made people experience healing was the moist landscape which is a
characteristic of Japanese landscape, for example, a small garden surrounded by a house and tea
ceremony garden with moss and water. Moreover from the result of the hearing, it was considered
that the reason to experience healing from a speciﬁc landscape healing was strongly inﬂuenced by the
inner landscape.
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